
東日本大震災発生後、県からの要請に基づきすぐに避難所と
して開設いただいてから早４ヶ月半。最大４５３名いた避難者
のみなさんも、それぞれに行き先が決まり、７月末日をもって
避難所は終了することとなりました。
円滑な運営ができたのは、JICAスタッフ・ボランティア、

滋賀県職員、二本松市役所と市民のみなさん、そして、避難さ
れていた皆さんのご協力があってのことと思います。
最後の１週間、退所されるみなさんが受付まで挨拶に来て下
さり、玄関先では涙を流される方も数多くいらっしゃいました。
震災により辛い思いをされた方も多いと思いますが、ここで新
たな絆が生まれ、今後もこの「絆」が、みなさんの新たな生活
を支える力になることを信じております。

福島県災害対策本部　JICA二本松避難所運営　鈴木大介

後列左から、須田俊幸さん（福島県生活環境部）、鈴木大介さん（福
島県災害対策本部）、澤本浩さん（滋賀県琵琶湖環境部）、前列左
から、遠藤伸一さん（福島県保健福祉部）、水谷所長（ＪＩＣＡ
二本松）、江波義成さん（滋賀県農業技術振興センター）

（撮影 7月 24日）

大型テレビをエントランスに設置

❶ 6 月 2日 

毎週土曜日、福島大学の学生による
定期勉強会に参加する子どもたち

❷ 6 月 4日

地元の消防団と協力して避難訓練を実施
参加する住民の方々

❸ 6 月 11日 

「ふれあい喫茶」の様子

❹ 6 月 23日 
 

参加者全員で、所内の清掃活動を行いました

記念植樹にはライラックの苗木を植えました

❺ 7 月 9日   

避難住民の方がお持ちの人力車を使って、
試乗体験と写真撮影

お別れ会では、スライドショーや抽選会、記念品贈呈、
作文によるお礼の言葉などが行われました

❻ 7 月 24日  
  

グランドでソフトボールの練
習をする

地元のスポーツ少年団

■ 医 療 ・ 健 康

6月

県北保健福祉事務所保健師定期来訪
福島医療専門学校＜整体、鍼灸治療＞
滋賀医科大学「心のケアチーム」＜相談会＞
日本赤十字病院＜巡回診療＞
JOCVリハビリテーションネットワーク＜マッサージ＞
福島県老人クラブ連合会＜健康体操＞
福島県歯科衛生士会福島支部会員＜口腔衛生支援＞
南相馬市役所保健師

■ 炊 き 出 し

6月
喫茶店「おーるどびーんず」（宇都宮市）＜コーヒー、ケーキ＞
淡友会裏千家ふくしま青年部＜抹茶、お菓子＞
ふるさとキャラバン応援隊（東京都）＜ラーメン＞

■ 物 資

6月

日本赤十字社＜大型テレビ 2台＞
ボランティアプラットホーム＜日傘、チャイルドシートなど＞
福島県災害対策本部＜靴、衣類＞
ＦＭラジオ局Ｊ－ＷＡＶＥ（東京）＜子ども用書籍＞
福島民友新聞社＜県内イベントチケット＞
岡山県＜扇風機＞

7 月
燻製工房・木香 渡辺吉弘様（福島市）＜燻製豆腐、燻製卵＞
二本松社会福祉協議会 川村シゲ子様（栃木県）＜ポケットティッシュカバー＞
鳥取県震災を応援する会＜衣類、スイカ＞

■ そ の 他

6月

岳下婦人会（二本松市）＜お茶会とカラオケ＞
二本松婦人会（二本松市）＜お茶会＞
沢田麻里様（ジャズ歌手）、坪山健一様（サックス奏者）、五島悠様（ドラム奏者）＜ JAZZ演奏＞
福島大学学生ボランティア＜定期勉強会＞
福島県司法書士会＜相談会＞
塩澤婦人会（二本松市）＜お茶会と手工芸＞
ガールスカウト（二本松市）＜ハンドベル演奏、雑巾寄付＞
岡田鉄太様（元ＪＩＣＡ専門家）＜ラグビー＞
ゼビオ株式会社＜運動プログラム、ジャージ寄付＞
零minutes（ゼロミニッツ）＜歌と演奏＞
株式会社ワールドインテック（北九州市）＜就職説明会＞
石井婦人会（二本松市）＜お茶会と貼り絵＞
安倍昭恵元首相夫人ご一行様＜来訪＞
山形県映画センター＜映画上映＞
福島県有志＜音楽とパントマイム＞
美容院「ヘアドレッシング・ゼル」（東京都）＜ヘアカット＞
杉田婦人会（二本松市）＜お茶会と手工芸＞
元ＪＩＣＡボランティア湯野澤いずみ様＜手工芸＞
坪地泉美様、田吉佑久子様、芳賀史徳様（日本フィルハーモニー交響楽団）＜木管三重奏＞
ＫＤＤＩ株式会社＜ au携帯電話 機種交換サービスなど＞
ＦＭモットコム（本宮市）＜演奏者紹介調整＞
春風亭柳好様（落語）、福居幸太様（三味線）＜演奏と落語＞
株式会社Ｊ－ＷＡＶＥ（東京都）＜読み聞かせなど＞
郡山女子大学附属高等学校吹奏楽部＜マーチングバンド演奏＞
「ゴスペラーズ」の北山陽一様と村上てつや様、JAZZシンガー TOKU様、Jun-Bay様（シンガー兼ボイストレーナー）、
Shimva（シンガー・ソングライター）様＜ライブコンサート＞
NGO「あいのて」＜音楽演奏、バルーンアート＞

7 月

佐藤優作様（会津若松市）＜エレクトーン演奏＞
ＪＩＣＡ筑波センター職員 中田幸美様、尚美様＜日本舞踊＞
東京よされ会＜八丈太鼓演奏＞
三遊亭遊馬様＜落語、紙芝居＞
元ＪＩＣＡボランティア 窪田保様、中央高等学院様 ＜剣玉パフォーマンス＆教室＞
一般財団法人天真会＜アートセラピーなど＞
美容院「ティンク」（東京都）＜ヘアカット＞
理容師鈴木様（二本松市）＜散髪＞
混声合唱団メンタル・ハーモニー（福島市）＜コンサート＞
元ＪＩＣＡボランティア山口薫様（長崎県）＜アコーディオン演奏とぬりえ＞
東海林直樹様（神奈川県）＜アクセサリー作り＞
CuniCO 岩下邦子様 ＜シャンソンと一人芝居＞
産経新聞「未来塾」宮川彬良様（ピアノ）、平原まこと様（サックス）＜演奏とふれあい＞
大平婦人会（二本松市）＜お茶会と手工芸＞

継続支援いただいている場合は、初回時期のみを記載してあります。出来る限り掲載させていただき
ましたが、もし万一漏れがある場合は何卒ご容赦願います。

ＪＩＣＡ二本松にご支援のご協力をいただいた団体・個人の方々
6 ～ 7月　協賛者

（順不同　7月 31日現在）

2011年夏号

6 月      2 日
岳下大平婦人会（二本松市）によるお茶とカラオケの会

❶ 赤十字社より 60インチ大型テレビ 2台寄贈

6月      4 日
❷福島大学学生ボランティアによる定期勉強会（その後毎
週土曜日に実施）

福島県司法書士会による無料法律相談
6月      6 日 県北保健福祉事務所の保健師による定期来訪

6月      9 日

塩澤婦人会（二本松市）によるお茶会と手工芸

滋賀医科大学から派遣された「心のケアチーム」（医師、看
護師、精神衛生士、事務員など）による 5人体制の被災者
診療団の来訪

６月 11日

❸避難訓練に住民、消防署員、スタッフあわせて総勢約
90名が参加…施設内非常口を確認しながら外の駐車場

までの避難、人形を使っての担架搬送、水消火器による訓
練などを実施しました。
元ＪＩＣＡ専門家によるラグビー教室
二本松市のガールスカウトによるハンドベル演奏会

6月 13日 桜井勝延南相馬市長一行が来訪…住民への説明会を実施

6月 14日
訓練所に避難している住民自治会との定例会を実施…避難
時に声かけをするリーダーの配置について話し合いが行わ
れました。

6月 15日
県北保健福祉事務所によるペット飼育環境確認
大島賢三ＪＩＣＡ副理事長一行が来訪

6月 16日 石井婦人会（二本松市）によるお茶会と貼り絵～希望の花
を咲かせよう～

6月 18日

山形県映画センターによる映画上映会…「ドラえもんのび
太の恐竜 2006」、「男はつらいよ柴又より愛を込めて」
派遣中の協力隊有志による「世界から元気を届けるメッセー
ジ」上映

6月 22日 長崎大学 高村昇教授（福島県放射線健康リスク管理アドバ
イザー）による放射能勉強会

6月 23日 ❹杉田婦人会によるお茶会と「負けないゾウさんのタオル
かけ作り」

6月 30日 二本松婦人会によるお茶会と「幸福を呼ぶふくろう作り」

7月      1 日
訓練所内グランドの市民への貸し出しを開始…二本松市内
のほかのグランドが仮設住宅建設用地として使用されてお
り、また訓練所内グランドは放射線量も比較的低いことか
ら、希望団体への貸し出しを始めました。

7月      2 日 JICA筑波センター職員中田幸美・尚美姉妹の日本舞踊上演会

7月      9 日
❺住民によるクリーンアップ（2回目）＆記念植樹

訓練所内中庭の草刈や草むしりと苗木の植樹を行いました。
記念銘板には震災材を利用しました。

7月 11日 震災から 4ヶ月…14:46 に黙祷を行いました。

7月 15日
国際協力ＮＧＯセンター（ＪＡＮＩＣ）の震災コーディネー
ター福島県担当竹内氏との会合…県内の震災関連の課題に
ついて意見交換、仮設住宅への移行、除染の問題などにつ
いて話し合いました。

7月 21日 避難所運営が 7月 31日までに決定し、避難住民全員が、仮
設・借上住宅や二次避難所へ移動されることになりました。

7月 24日
❻お楽しみ会
各種イベントや避難者所有の人力車体験などのあと、夕食
をかねて食堂でお別れ会を行いました。

7月 31日 避難所閉所

3月11日の大震災直後の14日からJICA二本松は、一次避難所となり、主に南相馬、富岡、浪
江から避難された方々を受入れておりましたが、7月末日で避難所の役目を終え、避難住民すべ
ての方々が、仮設住宅等に転居されました。この140日間、さまざまな出会い、感謝、別れがあ
りました。前号で、5月末までの様子を報告しましたので、本紙においては、6月以降の様子を報
告いたします。
単調な避難生活のアクセントにと、落語や音楽、映画等のイベントや、調髪やマッサージ等に
県内外から多数の方々のご支援、ご協力を賜りましたことを心より御礼申し上げます。
「避難所」は終了しましたが、引き続き福島を応援すべく、今回の経験を元に、まずは、地元
二本松にて、自治体や社会福祉協議会の方々と相談しつつ仮設住宅のみなさんに寄り添っていけ
ればと考えています。

ＪＩＣＡ二本松訓練所長　水谷　恭二

スイカは
訓練所食堂
加島シェフ作

出会い、感謝、旅立ち・・・

※多くの方々にご協力いただきましたが紙面の都合上、主なイベントのみを掲載しています。

J I CJ I CJ I C AAA での出会い、二二本本松で松ででのの出会会会い、二本松での出会い、
　　　　　　       そして　　    を　       　       　      ❷福島大学学生ボランティアによる定期勉強会（その後毎 そして を胸にそして を胸にに。胸ににに胸ににそして岳下大平婦人会（二本松市）によるお茶とカラオケの会

❶ 赤十字社より 60インチ大型テレビ 2台寄贈

❷福島大学学生ボランティアによる定期勉強会（その後毎 してそしてそして
J I C A二本松での出会い、
　　　　　　　       そして　　    を胸に。

会い、感謝、出会出会会いい、感感謝謝、


